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　今
年
も
、
県
内
町
村
議
会
広
報
を
担
当
す

る
議
員
の
研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

他
町
村
の「
議
会
だ
よ
り
」作
成
の
工
夫
や
課

題
等
を
聞
き
、
よ
り
充
実
し
た
広
報
作
り
の

ポ
イ
ン
ト
を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

　私
た
ち
は
、皆
さ
ま
に
こ
の「
議
会
だ
よ
り
」

を
と
に
か
く
お
読
み
い
た
だ
き
、
議
会
の
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
第
一
に
考
え

て
、
毎
回
委
員
会
で
白
熱
し
た
議
論
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
す
。

　町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、「
読
ん
だ
よ
」と
感

想
や
ご
意
見
を
い
た
だ
く
と
、
本
当
に
う
れ

し
い
で
す
！
時
に
は
厳
し
い
ご
指
摘
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
全
て
が
よ

り
良
い
広
報
を

作
る
力
に
な
っ

て
参
り
ま
す
。

　ぜ
ひ
、
お
読

み
い
た
だ
い
た

ご
感
想
や
ご
意

見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
皆
さ

ま
の
お
声
を
、

次
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　（高
桑
佳
子
）

編

集

後

記

議
会
報
特
別
委
員
会
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表
紙
小
話

の

　
今
年
の
体
育
祭
は
、
開
催
日
ま
で
が
随
分

と
過
酷
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

準
備
期
間
は
連
日
の
う
だ
る
よ
う
な
猛
暑
が

続
き
、
い
ざ
開
催
と
な
る
と
、
雨
で
２
回
も

順
延
と
な
り
ま
し
た
。
平
日
開
催
で
、
残
念

な
が
ら
見
に
行
け
な
か
っ
た
保
護
者
も
多
く

お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
当
日
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
況
を
心
配
し
ま

し
た
が
、
思
い
の
外
、
良
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
驚
く
と
な
ん
と
、
前
日
は
野
球
部
の
生

徒
た
ち
が
、
当
日
の
朝
も
、
野
球
部
員
と
、

職
員
の
方
た
ち
が
、
懸
命
に
水
取
り
を
し
た

の
だ
そ
う
で
す
。

　
思
い
の
詰
ま
っ
た
体
育
祭
、
団
結
し
て
の

び
の
び
と
種
目
や
応
援
を
繰
り
広
げ
る
生
徒

た
ち
。
み
ん
な
が
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
ん
で
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
も
久
し
ぶ
り
に
玉
入
れ
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
１
回
戦
は
完
敗
し
、
ま
と

め
て
投
げ
る
こ
と
や
、
投
げ
た
ら
玉
に
ま
か

せ
て
、
入
る
か
ど
う
か
な
ん
て
見
て
い
な
い

こ
と（
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
か
ら
）な
ど
、

申
し
あ
わ
せ
た
ら
２
回
戦
は
勝
ち
ま
し
た
！

次
の
日
、
肩
が
イ
タ
カ
ッ
タ
ケ
ド‥

。

 

　
　
　
　
　
　
　
　（
髙
桑
佳
子
）

議員
  表彰
議員
  表彰

　
こ
の
度
、
20
年
表
彰
を
頂
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
振
り
返
れ
ば
、
た
だ
、
馬
齢
を

重
ね
る
の
み
で
、
何
を
し
て
い
た
の
か
、

は
な
は
だ
、
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

　
こ
の
20
年
間
、
ご
指
導
、
ご
支
持
く
だ

さ
っ
た
、
町
民
各
位
に
心
よ
り
、
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
益
々
、
精
進
を
重
ね
、
な
お
一
層
、
議

会
活
動
に
、
議
員
と
し
て
の
職
務
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
10
年
議
員
表
彰
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。
突
然
で
し
た
の
で
正
直
驚
き

ま
し
た
。
初
当
選
以
来
、
い
つ
も
町
民
と

同
じ
視
線
で
見
て
、
聞
い
て
、
そ
れ
を
議

会
に
伝
え
、
町
政
に
反
映
で
き
れ
ば
、
と

い
つ
も
提
案
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
い
ま

も
そ
れ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

残
さ
れ
た
任
期
を
精
一
杯
努
め
た
い
と
存

じ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

馬
齢
を
重
ね
る

中 

川 

正 

弘

議
員
表
彰
を
受
け
て高 

橋 

速 

円

議会だより発行予定 発行は年４回。発行日は４月24日・７月20日・10月23日・１月24日です。　　議会の傍聴にぜひおいでください。
議会だより
QRコード



歳出
36億　　　
7,228万円

歳出
40億　　　
7,196万円

総務費
5億541万円
（12.4％）

議会費  5,909万円（1.5％）

民生費
９億5,480万円
　　（23.4％）

衛生費
1億8,501万円（4.5％）

労働費
1,611万円（0.4％）

商工費
1億7,708万円（4.3％）

消防費
2億680万円
      （5.1％）

公債費
3億9,750万円
      （9.8％）

農林水産業費
６億1,819万円
　　 （15.2％）

土木費
4億5,025万円
　　 （11.1％）

教育費
５億167万円
　　（12.3％）

町債として借りた
お金の返済など

こどもの医療費・予防
接種・健診・ごみ処理
などにかかるお金

道路や河川の整備・
維持にかかったお金

人件費や減債基金積立・
公共用施設維持補修基金
積立

農業基盤整備や改善センター
放射線防護費

高齢者・障がい者
福祉・保育園・
委託料等

校舎棟空調設備
改修ほか教育全般
にかかったお金

町　税
4億2,871万円
（10.0％）繰越金

2億798万円
（4.9％）

繰入金
２億6,313万円（6.2％）

諸収入
１億2,045万円（2.8％）

その他      1億9,975万円（4.7％）
（自主財源）1億1,108万円（2.6％）
（依存財源）     8,867万円（2.1％）

地方譲与税  3,118万円（0.7％）

地方消費税交付金
7,436万円（1.7％）

町債
３億5,903万円
　　  （8.4％）

国庫支出金
３億8,164万円
　　（8.9％）

県支出金
６億5,966万円
　　（15.4％）

地方交付税
15億6,969万円
　　 （40.5％）

自主財源
町で集めたお金

11億3,183万円
（26.5％）

依存財源
国・県・借入金に
頼ったお金

31億4,063万7千円
（73.5％）

町民税、固定資産税
軽自動車税など

特別会計や基金から
持ってきたお金

28年度の決算で
繰り越されたお金

県からの
補助金など

国や銀行から
借りたお金

行政の格差をなくす
ため、国から交付
されたお金

一般会計一般会計

歳入
42億　　　
7,246万円

歳入
42億　　　
7,246万円
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平
成
29
年
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決
算
認
定

平
成
29
年
度
決
算
認
定

一般会計並びに８特別会計の決算は
歳入 一般会計　42億7,246万円 特別会計　19億1, 586万円 総額　61億8,832万円（前年比  4億1,176万円増）
歳出 一般会計　40億7,196万円 特別会計　17億9, 550万円 総額　58億6,746万円（前年比  3億9,282万円増）

各会計の決算状況

会　　計　　名 決　　　　　算 差 引 残 高歳　　　入 歳　　　出
一 般 会 計 42億7,246万円 40億7,196万円 2億     50万円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 6億6,378万円 6億   939万円 5,439万円
介 護 保 険 6億7,885万円 6億4,417万円 3,468万円
後 期 高 齢 者 5,564万円 5,509万円 55万円
簡 易 水 道 1億6,807万円 1億6,007万円 800万円
特 定 地 域 生 活 排 水 1,476万円 1,378万円 98万円
農 業 集 落 排 水 1億1,133万円 1億   815万円 318万円
下 水 道 1億9,826万円 1億9,393万円 433万円
宅 地 造 成 2,517万円 1,092万円 1,425万円

　 合 　 　 　 計 　 61億8,832万円 58億6,746万円 3億2,086万円
金額は千円以下を切り捨てて表示

平  成  29  年  度  決  算  認  定

町債（借金）と基金（貯金）の状況

（29年度末・一般会計分） 平成30年３月末人口：4,472人

町  債
（借金）

基  金
（貯金）

借金 貯金

９月10日から9日間の日程で定例会が行なわれました。

町民１人あたり

（百円未満切り捨て）

（万円未満切り捨て）
36億1,926万円

80.9万円
町民１人あたり

（百円未満切り捨て）

（万円未満切り捨て）
22億7,570万円

50.9万円

５年間の一般会計歳出決算の推移
41億
40億
39億
38億
37億
36億
35億
34億

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

35億
4,573万円

34億
632万円

36億
1,179万円

36億
7,228万円

40億
7,196万円

※割合は 0.1％未満を四捨五入
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平
成
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平成29年度

子育て・教育・福祉・防災を考える町　

主な事 業
 いろいろな 施策に使われました！

～注目事業を紹介します～

総務課関係

・消防事務委託　　　　　　　　　１億  305万円……消防救急体制の維持
・消防詰所兼資機材倉庫建築工事　　　1,527万円……消防団の体制整備
・防火水槽設置工事　　　　　　　　　3,113万円……消防水利の確保

産業観光課関係

・県営中山間地域総合整備事業負担金　　　2,057万円……八手地区の基盤整備事業の促進
・改善センター放射線防護対策工事　　２億3,919万円……西越センターの放射線防護に対する機能強化
・汐風食堂実行委員会負担金　　　　　　　　841万円……娯楽サービスの提供と観光振興のイメージアップ町民課関係

・資源ごみ分別回収・処理委託　　　　2,164万円……生活環境の保全と公衆衛生の向上
・一般ごみ収集運搬・処理委託　　　　3,607万円……　　　　　　　同　上
・ふるさと就職支援商品券利用助成金　　522万円……若者の定住と地元での就職が促進

保健福祉課関係

・高齢者福祉タクシー利用料助成事業　　570万円……高齢者の社会参加の促進と健康増進
・子どもの医療費助成事業　　　　　　　872万円……疾病の早期発見・治療の促進と保健の向上
・健康増進事業　　　　　　　　　　　　867万円……生活習慣病の早期発見・予防・住民保健の向上

子ども未来室関係

・「子は宝」多世代交流館建築工事　　１億2,962万円……核となる施設が整備され子育て支援の充実
・保育所等整備交付金　　　　　　　　　　1,328万円……老朽化等による施設改修を行い園内の機能強化
・児童手当　　　　　　　　　　　　　　　5,158万円……生活の安定と児童の健全な育成

建設課関係

・除雪委託　　　　　　　　　　　　　3,015万円……冬季道路交通の確保と産業の振興と民生の安定
・道路新設改良舗装工事　　　　　１億   86万円……町道の整備による道路交通の円滑化
・町新生活スーパー住まい取得　　　　1,310万円……若者・子育て世代の定住促進
　　　　　 リフォーム支援補助金

消防詰所兼資機材倉庫建築

防火水槽設置

改善センター放射線防護対策

「子は宝」多世代交流館建築

多目的運動場整備

汐風食堂

教育課関係

・多目的運動場整備工事　　　　　　  １億  795万円……テニス、フットサル等の多目的利用での充実
・小学校校舎棟空調設備改修工事　　　　　4,786万円……教育環境の向上
・小学校通学バス運行業務委託　　　　　　2,058万円……地域的格差の是正と登下校の安全性の確保
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平成29年度一般会計・特別会計決算は決算審査特別委員会
に付託して審議し、次の意見を付して全会一致で認定されま
した。

ここが
聞きたい!!

髙桑 佳子 委員長

決 算 審 査
特 別 委 員 会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

総務文教分科会 社会産業分科会

現行の緊急速報メールでは、町外での受信が
困難である。想定外の災害が多発する今日、
仕事等で町外に出かけている町民も情報を得
られるシステムを構築されるよう求める。

ＣＫＤ事業は効果が出ているが、これから慢
性腎臓病の予備軍を作らないよう、若年層か
らの対策を求める。

公共施設の老朽化が進むなか、公共用施設維
持補修基金を有効に活かして、計画的に維持
補修を進められるよう求める。

硬水を改善し、良質な水道水が供給できるよ
う、水源の見直し等、さらなる努力を求め
る。

姉妹都市交流で、スポーツ交流については、
他に例を見ないほど進んでいるが、文化交流
についても、俳句や良寛様等を活用して、さ
らなる拡充を求める。

各種イベントの総括を行い、より充実した内
容で成果が現れるよう求める。

良寛記念館の入館者数が１万人をきり、設備
の拡充やイベントが予定されているが、今
後、その効果が期待出来るよう、広報等にさ
らなる工夫を求める。

マスメディア等を活用した情報発信をさらに
強化し、来町者の増加を図るよう求める。

多目的運動場の利用者数は、順調なすべり出
しだが、引き続き利用者増に努められるよう
求める。

町有地については、借地の買い上げやその活
用方法について、現状の努力を評価するが、
さらなる借地料の見直しを求める。
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で
あ
る
。
道
路
面
か
ら
の
高

さ
が
1.2
メ
ー
ト
ル
以
上
の
物

で
、
ク
ラ
ッ
ク
等
に
よ
り
危

険
と
判
断
さ
れ
る
も
の
が
助

成
対
象
と
な
る
。
控
え
壁
の

補
強
工
事
に
対
す
る
助
成
に

つ
い
て
は
、
補
強
工
事
も
含

ま
れ
る
。

加
藤
議
員
・
安
達
議
員 

故
障
し
た

羽
や
モ
ー
タ
ー
が
塩
害
に
強

い
室
外
機
に
し
た
か
。
八
手

地
区
改
善
セ
ン
タ
ー
も
同
じ

よ
う
に
故
障
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
ど
う
な
の

か
。産

業
観
光
課
長

 

室
外
機
に
つ

い
て
は
、
耐
塩
仕
様
の
も
の

を
設
置
し
た
。
八
手
改
善
セ

ン
タ
ー
は
、
現
在
異
常
な
く

使
用
で
き
て
い
る
が
、
点
検

を
し
て
今
後
対
応
す
る
。

建
設
課
長

 

宅
地
周
り
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
・
補
強
す

る
も
の
を
対
象
工
事
に
加

え
、
通
行
や
歩
行
者
へ
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。
助
成
対
象
率
は
、

補
強
す
る
経
費
の
90
％
で
、

上
限
20
万
円
と
な
る
。

三
輪
議
員
・
髙
桑
議
員
・
加
藤
議
員
・
小
黒
議
員

1.2

メ
ー
ト
ル
以
下
で
も
外
観
目

視
で
、
ひ
び
割
れ
が
あ
れ

ば
、
対
象
と
し
て
い
る
の

か
。
1.2
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も

の
に
は
、
控
え
壁
を
つ
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

補
強
に
対
す
る
補
助
は
あ
る

の
か
。

建
設
課
長

 

宅
地
周
り
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
・
補
強
す

る
も
の
を
対
象
工
事
に
加

え
、
通
行
や
歩
行
者
へ
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の

安
達
議
員

 

町
職
員
と
参
加

者
全
員
で
町
の
PR
を
行
っ

た
。
次
の
企
画
は
あ
る
か
。

小
林
町
長

 

今
回
、
初
の
試

み
と
し
て
、
企
画
し
て
非
常

に
価
値
が
あ
っ
た
と
思
う
。

大
勢
の
皆
様
に
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
り
、
球
場
の
ス

ク
リ
ー
ン
全
体
に
も
町
を
宣

伝
し
、
経
費
に
変
え
ら
れ
な

い
効
果
が
あ
っ
た
。
今
後
に

つ
い
て
は
相
談
し
な
が
ら
申

し
上
げ
た
い
。

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金

交
付
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

総
務
課
長

 

こ
れ
か
ら
の
地

域
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
る
。
構
成
員
は
、
事
業

者
、
町
、
地
域
代
表
で
今
後

具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

産
業
観
光
課
長

 

今
年
の
干
ば

つ
で
、
稲
作
農
家
に
タ
ン
ク

車
、給
水
ポ
ン
プ
、水
タ
ン
ク 

な
ど
の
借
上
・
購
入
経
費
の 

２
分
の
１
を
補
助
す
る
も
の
。

三
輪
議
員
・
安
達
議
員 

今
年
は
、

た
め
池
や
川
に
水
が
全
く
、

大
き
な
被
害
が
出
た
が
、
ど

う
支
援
す
る
か
。
ま
た
、
給

水
ポ
ン
プ
や
水
の
タ
ン
ク
の

大
き
さ
に
基
準
が
あ
る
か
。

産
業
観
光
課
長

 

県
に
対
し
て

支
援
を
要
望
し
て
い
る
。
タ

ン
ク
に
つ
い
て
は
500
リ
ッ
ト

ル
、
給
水
ポ
ン
プ
は
大
き
さ

が
あ
る
の
で
、
相
談
し
て
も

ら
い
た
い
。

高
橋
議
員

 

登
録
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
何
か
。

教
育
課
長

 

38
の
自
治
体
が

登
録
さ
れ
て
お
り
、
初
年
度

に
約
130
万
円
の
負
担
と
、
継

続
し
て
毎
年
10
万
円
程
度
の

経
費
が
必
要
に
な
る
。
動
画

作
成
に
よ
る
PR
を
行
い
、
町

の
「
ブ
ラ
ン
ド
力
」
と
知
名

度
を
更
に
上
げ
、
集
客
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

小
黒
議
員

 

天
領
の
里
広
場

の
段
差
は
、
過
去
に
転
倒
し

て
け
が
を
す
る
ケ
ー
ス
が
何

件
も
あ
っ
た
。
議
会
で
も
以

前
か
ら
要
望
し
て
い
る
が
、

早
急
に
直
す
べ
き
で
は
な
い

か
。産

業
観
光
課
長

 

電
源
立
地
交

付
金
を
受
け
て
お
り
、
改
修

が
難
し
い
の
で
、
今
少
し
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。

加
藤
議
員

 

ふ
れ
あ
い
の
里

に
お
け
る
毎
週
金
曜
日
風
呂

の
時
間
延
長
と
利
用
者
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

風
呂
の
利
用

者
は
、
９
月
７
日
金
曜
日
で

71
人
、
14
日
金
曜
日
69
人
と

な
っ
て
い
て
、
お
客
様
に
は

大
変
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い

る
。
今
後
も
継
続
し
、
防
災

無
線
な
ど
に
よ
る
PR
を
行
っ

て
い
く
。

●
東
京
ド
ー
ム
出
雲
崎
ワ
ン
デ
ー

ス
ポ
ン
サ
ー
の
効
果
は

●
天
領
の
里
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
の
対
応
に
つ
い
て

●
ふ
れ
あ
い
の
里
入
浴
時 

　
間
延
長
に
つ
い
て

●
渇
水
対
策
事
業

●
町
地
域
公
共
交
通
体
系
に
つ
い
て

●
西
越
地
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
エ
ア
コ
ン
の
購
入
の
件

第
６
回  

７
月
９
日

第
７
回  

８
月
21
日

全
員
協
議
会
主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

全
員
協
議
会

第
８
回  

９
月
18
日

●
北
前
船
日
本
遺
産
登
録

に
つ
い
て



子育て世代の定住環境を加速のため
住宅リフォーム助成金の追加

平成 30年度 9月補正予算
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９
月
定
例
会

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額

一 　 般 　 会 　 計 2,487万円 33億2,238万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 617万円 5億5,977万円

介 護 保 険 事 業 3,468万円 7億1,031万円

主な歳入 主な歳出

・保育所等施設整備交付金………………… 531万円
・観光寄附金………………………………… 500万円
・前年度繰越金追加 ………………………3,591万円
・道路橋りょう整備事業債………………… 440万円
・良寛記念館周辺整備事業債……………… 890万円

・米田倉庫除去工事………………………… 410万円
・保育所等整備交付金……………………… 797万円
・多世代交流館車庫新設工事……………… 276万円
・中央公民館玄関前駐車場整備工事……… 136万円
・町新生活スーパー住まい取得・
　リフォーム支援補助金追加 ……………1,000万円

※１

陳情 陳情第４号
「学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学
助成の充実を求める意見書」の採択に関する陳情

採択審査
結果

原案可決議決
結果

議員発議
決議案第1号　地域公共交通対策特別委員会設置に関する決議について
地域公共交通体系の確保に向けて、持続可能な公共交通ネットワークの形成、また、
利便性の向上等による利用者の確保、利用者や住民のニーズを的確に判断するための
方策について、地域住民の足の確保を目的とするために、調査研究や資料の閲覧、情
報提供を行いその結果を住民に報告すること、及び執行部に提案することを目的とし
設置する

原案可決議決
結果

可決された意見書
発委第２号
学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学助成の充実を求め
る意見書

教えて定例会で補足

補足説明

※１　老朽化のため解体し更地にして地主に返却する
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小
黒
議
員

 

先
般
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
た
ば
か
り
だ
が
、
和
室

に
設
置
す
る
の
か
。

産
業
観
光
課
長

 

和
室
に
新
設
し

た
エ
ア
コ
ン
は
、
暖
房
能
力
が

低
く
、
現
在
の
暖
房
機
は
23
年

経
過
し
て
い
る
た
め
更
新
し
た

い
。三

輪
議
員

 

土
砂
災
害
が
多
発

し
て
お
り
、
使
わ
れ
ず
に
減
額

補
正
さ
れ
る
の
は
残
念
で
あ

る
。
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
、
周
知
し
て
欲
し
い
。

建
設
課
長

 

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
か

ら
移
転
さ
れ
、
建
物
の
除
却
建

築
後
の
補
助
で
あ
る
た
め
、
年

度
内
に
は
見
込
め
な
い
こ
と
か

ら
の
減
額
で
あ
る
。

加
藤
議
員

 

設
置
に
あ
た
っ
て

の
基
準
は
ど
う
か
。
既
存
の
消

火
栓
、
自
然
水
利
の
保
全
等
も

中
川
議
員

 

町
の
全
額
支
出
だ

が
、
全
国
的
な
問
題
に
な
っ
て

お
り
、
今
後
、
国
か
ら
の
助
成

金
が
出
る
見
込
み
は
な
い
か
。

建
設
課
長

 

今
、
計
画
変
更
で

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
は
交
付
金
事
業
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

考
慮
し
た
な
か
で
、
よ
り
有
効

な
場
所
を
決
め
て
も
ら
い
た

い
。総

務
課
長

 

設
置
に
あ
た
っ
て

は
、
消
防
水
利
が
多
地
域
よ
り

も
劣
っ
て
い
る
等
を
考
慮
し
て

進
め
る
。
海
岸
地
区
は
尼
瀬
、

岩
船
町
、
石
井
町
の
い
ず
れ
か

で
来
年
度
中
の
設
置
を
考
え
て

い
る
。

　

自
然
水
利
の
防
火
水
槽
の
点

検
、
清
掃
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
適
性
に
管
理
し
て
い
き
た

い
。髙

桑
議
員

 

小
中
学
校
で
そ
れ

ぞ
れ
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
計
画
で
活
用
さ
れ
る

の
か
。

建
設
課
長

 

40
年
以
上
経
過
し

て
お
り
、
学
校
施
設
の
長
寿
命

化
計
画
の
策
定
に
必
要
な
調
査

で
あ
る
。
今
後
の
維
持
、
更
新

コ
ス
ト
を
試
算
す
る
基
礎
的
な

資
料
と
な
る
。

補 正 予 算 質 疑

ここが
聞きたい！！

主な質疑内容を掲載します。

９月10日町
有
物
件

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
費

56.2万円

西
越
セ
ン
タ
ー
暖
房
機

33.2万円

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業
費
補
助
金
減

△495.2万円

防
火
水
槽
設
置
箇
所

地
質
調
査
業
務
委
託
料

192.3万円

小
中
学
校
建
築
物

劣
化
状
況
調
査
手
数
料
7.0万円
7.9万円

補
正
質
疑
予
算

定 例 会教えて

民間バスの路線減少や撤退があり、
将来、出雲崎町民の足をどう確保して
いくのか、新しい公共交通体系を議会
として検討するための委員会なんだ
よ。

今回、決算で「財政調整基金」が
減ったよね？

新しく設置した地域公共交通
対策特別委員会はなに？

計画的な財政運営を行うための町の貯
金だね。多ければ良いということではな
くて、国から適正な金額については指導
があるんだ。今回は債権の償還に備えて
積み立てる「減債基金」や町の公共用施
設の維持管理に充てる「公共用施設維持
補修基金」等、目的がはっきりした基金
に積み増しをしたんだ。



一般質問一般質問一般質問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～

三
輪  

　
正 

議
員

質問項目

12ページ

2

1. 観光立町へ着実な前進を
2. ふるさと納税の拡充を　

加
藤  

修
三 
議
員

質問項目

11ページ

1

1. 小中学生が犯罪に合わな
   い為に
2. 家庭での対応　

小
黒  

博
泰 

議
員

質問項目

14ページ

4

1. 今後の団地造成等につい
   て

諸
橋  

和
史 

議
員

質問項目

15ページ

5

1. 町道神条吉川線拡幅につ
   いて
2. 出雲崎町の交通体系につ
   いて

安
達  

一
雄 

議
員

質問項目

13ページ

3

1. 八手と西越地区環境改善
   センターの放射性物質に
   よる避難訓練について

高
橋  

速
円 

議
員

質問項目

16ページ

6

1. 逆読みの「行政区別人口・
   世帯数」の予測と喫緊の
   課題について

10い ず も ざ き  議 会 だ よ り 平 成 3 0 年 1 0 月 2 3 日第 1 0 1 号

一
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質

問
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一

般

質

問

Q&A小中学生が
　　犯罪に合わない為に

万全の体制をもって
子ども達への犯罪を防止する

町長

加藤 修三 議員

教
育
長

 

町
防
犯
の
取
り
組

み
と
し
て
、
防
犯
ベ
ル
や
笛

の
携
帯
、
子
供
１
１
０
番
、

防
犯
訓
練
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等

を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
学
校
で
は
、
防
災

教
育
が
行
わ
れ
る
中
に
、
防

犯
教
育
も
組
入
れ
て
実
施
す

る
考
え
で
あ
る
。
校
長
は
、

全
校
朝
会
で
防
犯
に
つ
い
て

話
を
し
、
不
審
者
へ
の
対
策

も
各
学
年
学
級
で
き
め
細
か

な
指
導
と
防
犯
意
識
を
持
た

せ
る
。

加
藤

 

危
険
な
話
を
し
な

い
か
ら
う
ち
の
子
だ
け
は
大

丈
夫
や
、
学
校
か
ら
防
犯
ブ

ザ
ー
支
給
さ
れ
た
か
ら
安
心

と
思
う
親
御
さ
ん
も
お
ら
れ

る
か
と
思
う
が
、
日
常
の
ど

ん
な
小
さ
な
危
険
な
こ
と
何

で
も
話
せ
る
環
境
作
り
で
危

険
防
止
を
図
る
考
え
は
な
い

か
。

教
育
長

 

防
犯
対
策
は
山
ほ

ど
積
ん
で
も
尽
く
し
き
れ
な

い
中
、
親
の
防
犯
意
識
喚
起

は
重
要
で
、
警
察
な
ど
の
防

犯
専
門
か
ら
の
話
や
親
の
集

会
を
通
し
て
専
門
家
か
ら
の

話
を
聞
き
家
庭
内
で
の
親
子

の
会
話
、
子
供
へ
の
接
し
方

な
ど
で
信
頼
を
強
め
防
犯
意

識
を
高
め
る
。

加
藤

 

新
潟
市
の
小
学
２

年
生
の
女
児
が
、
下
校
途
中

近
所
に
住
む
男
に
連
れ
去
ら

れ
、
殺
害
さ
れ
て
越
後
線
脇

に
遺
棄
さ
れ
た
。

　

千
葉
県
で
は
ベ
ト
ナ
ム
国

籍
の
小
学
生
が
、
保
護
者
会

会
長
に
わ
い
せ
つ
目
的
で
連

れ
去
ら
れ
、
遺
体
で
発
見
さ

れ
た
痛
ま
し
い
事
件
が
あ
っ

た
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、
児
童

の
安
全
対
策
と
し
て
、
見
守

り
の
強
化
の
一
般
質
問
が

あ
っ
た
が
、
児
童
が
犯
罪
に

合
わ
な
い
た
め
に
、
自
分
自

身
で
身
を
守
る
防
犯
意
識
を

持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
が
、
町
長
は
ど
う
考
え

る
か
。

町
長

 

教
育
調
査
会
で
万

全
の
体
制
を
も
っ
て
具
体
的

に
犯
罪
防
止
を
す
る
た
め
の

対
応
を
指
示
し
た
。

家
庭
で
何
で
も
話
せ
る
環

境
作
り
で
危
険
防
止
を

児
童
生
徒
自
身
で
身
を
守

る
防
犯
意
識
を
持
つ

専
門
家
の
話
を
聞
き
子
供

と
の
信
頼
関
係
を
高
め
る
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Q&A観光立町へ　着実な前進を

観光客増は「もてなす心」が
大切

町長

三輪 　正 議員

一

般

質

問

町
長

 

財
源
の
効
果
的
運

用
に
つ
い
て
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
創
意
工
夫
に
努
め
た

い
。
ま
た
、
施
設
の
点
検
を

し
っ
か
り
や
り
、
長
く
活
用

で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

三
輪

 

現
在
当
町
の
観
光

は
イ
ベ
ン
ト
主
体
の
集
客
観

光
が
中
心
と
感
じ
る
。
イ
ベ

ン
ト
だ
け
で
な
く
、
常
時
観

光
に
来
て
も
ら
え
る
姿
が
理

想
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え

を
伺
う
。

町
長

 

日
常
の
お
客
さ
ん

を
増
や
す
に
は
、「
も
て
な

す
心
」
は
大
切
。
当
町
の
歴

史
文
化
と
「
食
」
に
力
を
入

れ
て
い
く
。

三
輪

 

29
年
度
よ
り
サ
イ

ト
「
さ
と
ふ
る
」
を
通
す
こ

と
に
よ
り
寄
付
金
が
増
加
し

て
い
る
が
、
近
年
、
県
内
各

市
町
村
も
力
を
入
れ
、
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。
町
の
観

光
振
興
、
Ｐ
Ｒ
、
財
政
的
か

つ
も
更
な
る
増
額
を
期
待
す

る
。

　

「
目
標
１
億
円
」
を
目
指

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
以
前

よ
り
要
望
し
て
い
る
返
礼
品

に
物
品
だ
け
で
な
く
、
宿

泊
、
飲
食
、
釣
り
船
、
ゴ
ル

フ
場
や
空
き
家
管
理
、
お
墓

清
掃
な
ど
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長

 

空
き
家
管
理
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
返
礼
品
に
加

え
た
い
。
寄
付
金
額
だ
け
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
町
の
宝
を
磨

き
、
特
産
物
を
育
て
て
い

く
。

三
輪

 

町
の
主
要
産
業
で

あ
る
稲
作
振
興
の
た
め
、
返

礼
品
に
出
雲
崎
産
米
を
も
っ

と
利
用
で
き
な
い
か
。
当
町

の
水
田
は
平
場
に
対
し
て
条

件
が
悪
い
が
、
品
質
は
良

く
、
味
に
つ
い
て
は
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。「
小
木
ノ

城
山
ろ
く
米
」
や
「
良
寛
ふ

る
さ
と
米
」
と
し
て
強
力
に

宣
伝
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長

 

地
元
産
に
こ
だ
わ

り
、
幅
広
く
ご
協
力
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
地
道
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

三
輪

 

当
町
は
以
前
よ
り

良
寛
、
天
領
、
石
油
、
海
な

ど
の
観
光
資
源
を
活
用
し

て
、
観
光
客
の
増
加
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
を
進
め
て
き

た
が
、
現
状
の
評
価
と
今
後

の
具
体
的
な
推
進
に
つ
い
て

次
の
３
点
を
伺
う
。

　

１
点
目
に
天
領
の
里
、
良

寛
記
念
館
な
ど
観
光
施
設
の

来
客
数
、
売
上
の
現
状
と

ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
対
策
は

あ
る
の
か
。

町
長

 
29
年
度
の
年
間
利

用
者
は
天
領
の
里
利
用
者
約

11
万
人
、
良
寛
記
念
館
入

館
者
数
約
９
、７
０
０
人
、

心
月
輪
約
５
、５
０
０
人
と

じ
ゃ
間
減
少
し
て
い
る
。

　

３
施
設
と
町
は
連
携
し
て

誘
客
を
は
か
る
た
め
、
ク
ー

ポ
ン
券
の
活
用
を
進
め
て
い

る
。三

輪

 

次
に
、
町
は
イ
ベ

ン
ト
、
施
設
の
管
理
に
毎
年

多
額
の
予
算
を
計
上
し
て
い

る
が
、
支
出
に
見
合
う
効
果

は
出
て
い
る
の
か
。

米
を
も
っ
と
返
礼
品
に

にぎわう町歩きイベント

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
を

返
礼
品
に
サ
ー
ビ
ス
を
加
え
る

寄
付
金
額
だ
け
求
め
な
い

町
長
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一

般

質

問

Q&A原発災害による避難訓練の
必要性

国、県との協力が必要町長

安達 一雄 議員

放射線防護フィルター室

福
祉
施
設
で
の
、
避
難
訓
練

の
対
応
は
き
ち
ん
と
で
き
て

い
る
の
か
を
伺
う
。

町
長

 

町
職
員
に
よ
る
避

難
所
の
機
器
運
転
等
の
実
施

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
育

園
、
学
校
関
係
も
日
頃
か
ら

周
知
徹
底
し
て
対
応
は
で
き

て
い
る
。

安
達

 

要
支
援
者
の
避
難

に
は
地
区
住
民
の
大
き
な
協

力
が
無
い
と
実
際
避
難
が
困

難
か
と
思
う
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長

 

要
支
援
者
の
皆
さ

ん
の
屋
内
一
時
避
難
に
は
、

地
域
住
民
や
消
防
団
、
民
生

委
員
の
協
力
が
必
要
と
な

る
。
災
害
時
の
協
力
に
は
万

全
を
期
す
。

安
達

 

今
後
、
放
射
線
防

護
フ
ィ
ル
タ
ー
の
保
守
点
検

に
掛
か
る
費
用
は
、
当
町
が

負
担
す
る
の
か
を
伺
い
た

い
。町

長

 

機
器
の
維
持
管
理

に
掛
か
る
費
用
は
、
八
手
、

西
越
地
区
改
善
セ
ン
タ
ー
の

２
箇
所
を
合
わ
せ
て
、
年
間

80
万
円
７
千
円
に
な
る
が
、

全
額
県
よ
り
交
付
さ
れ
る
。

安
達

 

西
越
改
善
セ
ン

タ
ー
に
、
エ
ア
ー
テ
ン
ト
が

準
備
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
必

要
な
の
か
を
伺
う
。

総
務
課
長 

西
越
地
区
セ
ン

タ
ー
で
は
、
建
物
の
構
造
上

外
部
と
の
空
気
を
遮
断
で
き

な
い
の
で
、
エ
ア
ー
テ
ン
ト

が
必
要
と
な
り
準
備
を
し

た
。

安
達

 

八
手
地
区
と
西
越

地
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
放
射
性
物
質
を
防
護

す
る
、
工
事
が
完
成
し
た
。

柏
崎
刈
羽
原
発
の
事
故
が
起

き
て
は
困
る
が
、
万
が
一
に

発
生
し
た
場
合
、
放
射
線
防

護
機
器
が
正
常
に
作
動
す
る

の
か
と
、
合
わ
せ
て
避
難
訓

練
が
必
要
と
考
え
る
。
今

後
、
当
町
と
し
て
の
考
え
を

伺
う
。

町
長

 

平
成
26
年
に
避
難

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
が
、

国
・
県
と
の
指
導
と
協
力
が

必
要
な
の
で
、
今
後
考
え
た

い
。安

達

 

原
発
事
故
発
生
の

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ

れ
て
い
る
中
で
、
役
場
職
員

が
開
け
る
事
に
な
っ
て
い
る

が
支
障
は
な
い
の
か
。
ま

た
、
保
育
園
、
学
校
関
係
と

放
射
線
防
護
シ
ス
テ
ム
は

正
常
に
作
動
す
る
の
か

施
設
管
理
と
訓
練
の
対
応
は

要
支
援
者
の
方
は
ど
う
す
る

機
器
の
保
守
点
検
費
用
は

ど
う
す
る

エ
ア
ー
テ
ン
ト
に
つ
い
て
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Q&A今後の団地造成等について

松本ひがし団地の分譲状況を
見極めて

町長

小黒 博泰 議員

一

般

質

問

川西地域の農用地区域外の全景

小
黒

 

今
回
の
団
地
造
成

は
専
門
家
の
意
見
・
評
価
で

松
本
に
決
定
し
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
今
後
宅
地
造
成
を

す
る
場
合
、
長
岡
方
面
の
通

勤
や
北
イ
ン
タ
ー
の
工
業
団

地
等
を
考
慮
し
て
釜
谷
の
352

号
沿
い
を
候
補
地
と
考
え
る

か
伺
う
。

町
長

 

利
便
性
・
交
通
・

環
境
・
低
価
格
を
武
器
に
、

ひ
が
し
団
地
を
早
期
完
売
し

た
い
。
有
識
者
か
ら
提
案
を

頂
い
て
い
る
が
、
ひ
が
し
団

地
の
分
譲
状
況
を
見
極
め
、

議
会
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
し
っ
か
り
受
止
め
早
期

に
適
地
を
選
択
す
る
方
法
も

あ
る
の
で
、
現
時
点
で
場
所

は
言
切
れ
な
い
。

小
黒

 

人
口
増
加
・
維
持

の
た
め
住
宅
団
地
造
成
を

し
、
そ
の
他
で
町
長
曰
く
出

雲
崎
産
米
が
お
い
し
い
と
言

う
な
か
で
、
八
手
地
区
の
圃

場
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
住
宅
用
地
の
整
備
・
提

供
と
出
雲
崎
産
米
を
作
る
農

地
整
備
・
維
持
の
ど
ち
ら
が

大
事
と
考
え
る
か
伺
う
。

町
長

 

出
雲
崎
は
ど
う
あ

ろ
う
と
一
次
産
業
の
農
業
が

主
流
を
成
し
て
い
る
。
放
棄

地
は
別
と
し
て
、
既
存
の
農

地
は
で
き
る
だ
け
維
持
し
た

い
。
農
地
と
住
宅
団
地
の
ど

ち
ら
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
く
か

は
言
え
な
い
。

　

ひ
が
し
団
地
は
農
地
外
の

場
所
を
開
発
し
良
い
状
態
に

あ
る
。
次
は
水
田
が
候
補
地

と
な
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

水
田
の
変
化
で
農
業
に
過
大

な
影
響
な
り
、
町
全
体
の
税

収
な
ど
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら

な
い
よ
う
両
面
作
戦
で
行
っ

て
行
く
。

小
黒

 

川
西
地
域
の
農
地

は
昭
和
61
年
に
行
政
か
ら
の

団
地
造
成
等
計
画
の
下
で
、

農
用
地
区
外
（
白
地
）
に
し

た
。
30
年
経
っ
た
現
在
も
団

地
造
成
も
無
く
、
そ
の
地
域

で
の
耕
作
者
は
不
利
益
を

被
っ
て
い
る
が
、
そ
の
点
を

ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

町
長

 

確
か
に
青
地
、
白

地
の
線
引
き
が
あ
り
、
農
用

地
区
外
な
の
は
事
実
で
あ

る
。
農
地
維
持
が
難
し
い
の

で
、
青
地
へ
の
動
き
も
あ
っ

た
が
、
地
権
者
内
で
の
同
意

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
事
で
推

移
し
て
い
る
。
今
後
、
町
も

柔
軟
に
対
応
し
て
行
く
。

小
黒

 

本
町
は
、
川
東
団

地
を
初
め
、
て
ま
り
・
深

町
・
山
谷
団
地
な
ど
を
分
譲

し
、
現
在
は
松
本
み
な
み
団

地
、
来
春
に
は
松
本
ひ
が
し

団
地
の
分
譲
が
始
ま
る
が
、

今
後
の
団
地
造
成
計
画
は
あ

る
の
か
伺
う
。

町
長

 

住
宅
団
地
の
分
譲

は
平
成
３
年
の
川
東
団
地
を

始
め
、
松
本
み
な
み
団
地
ま

で
に
173
区
画
を
分
譲
し
て
い

る
。
今
ま
で
は
分
譲
開
始

後
、
早
期
に
完
売
し
て
い
た

が
、
松
本
み
な
み
団
地
は
１

区
画
を
残
し
て
い
る
。
来
春

の
ひ
が
し
団
地
20
区
画
の
分

譲
開
始
の
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
、
早
期
完
売
を
目
指

す
。
そ
の
状
況
を
判
断
し
、

今
後
の
団
地
造
成
計
画
は
諸

般
の
情
勢
や
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
受
け
止
め
な
が
ら
対
応

し
て
行
く
。

今
後
の
団
地
造
成
計
画
は

あ
る
か

今
後
の
宅
地
造
成
の

候
補
地
は

宅
地
整
備
と
農
地
整
備
の

ど
ち
ら
が
大
事
と
考
え
る

川
西
地
域
の
農
地
を

ど
う
考
え
る
か

農用地区域外
（白地）

約65.000㎡
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一

般

質

問

Q&Aデマンド交通の
　　今後の見通しは

町民の生活基盤の
利便性を図っていきたい

町長

諸橋 和史 議員

生
活
基
盤
の
利
便
性
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

諸
橋

 

神
条
・
吉
川
線
に

つ
い
て
は
、
両
集
落
の
重
要

な
生
活
道
路
と
な
っ
て
い

る
。
町
長
は
、
２
次
改
良
と

し
て
道
路
拡
幅
の
考
え
は
な

い
か
。

町
長

 

現
在
町
道
３
路
線

の
工
事
中
で
現
段
階
で
は
予

算
等
非
常
に
厳
し
い
も
の
と

思
う
。

諸
橋

 

県
単
事
業
の
遊
水

池
も
完
了
し
、
水
害
の
危
険

等
も
多
少
軽
減
さ
れ
安
堵
し

て
い
る
。
し
か
し
、
今
年
の

大
雪
等
で
見
ら
れ
る
車
線
の

減
少
な
ど
を
考
え
な
が
ら
、

町
の
方
針
を
伺
う
。

町
長

 

現
在
行
わ
れ
て
い

る
町
道
改
修
後
に
、
第
一
に

２
次
改
良
を
進
め
て
い
き
た

い
。諸

橋

 

今
後
２
級
河
川
藤

巻
川
の
河
川
改
修
も
県
、
地

権
を
含
め
要
望
は
続
け
、
考

え
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
た

い
。町

長

 

今
後
も
県
、
地
権

者
を
含
め
改
修
に
努
力
し
て

い
き
た
い
。

諸
橋

 

全
員
協
議
会
で
話

の
あ
っ
た
デ
マ
ン
ド
交
通
に

つ
い
て
は
、
今
、
町
が
直
面

す
る
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
と

考
え
る
。
議
会
と
し
て
も
、

先
進
地
の
視
察
等
、
研
修
を

予
定
し
て
い
る
。
検
討
さ
れ

る
の
は
こ
れ
か
ら
と
承
知
し

て
い
る
が
、
現
段
階
で
の
町

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長

 
町
民
の
皆
さ
ん

が
、
本
当
に
不
便
さ
を
感
じ

て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
十
分

に
承
知
し
て
い
る
。
町
と
し

て
も
、
公
共
交
通
検
討
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、
官
民
あ
げ

て
こ
の
問
題
を
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て
、
ど
う
な
る
か
は
不
明

だ
が
、
私
は
や
っ
て
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。
協
議
会

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
代

表
の
方
、
事
業
者
か
ら
も
意

見
を
伺
う
。
少
な
く
と
も
、

今
の
状
況
を
何
と
か
打
開
し

な
が
ら
、
町
民
の
あ
ら
ゆ
る

デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

町
道
神
条
・
吉
川
線
に

つ
い
て

町
道
の
２
次
改
良
に
つ
い
て

今
後
、
候
補
地
と
し
て
考
え
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
進
め
て
行
き
た
い

町
長

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は

事
前
予
約
に
よ
り
運
行
し
、

運
行
方
式
・
ダ
イ
ヤ
・
発
着

地
な
ど
自
由
な
組
合
せ
に
よ

る
運
行
方
式
が
可
能
で
、
路

線
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
中
間

的
な
位
置
に
あ
る
交
通
機
関

を
い
う
。

一
口
メ
モ

神条・吉川線

乗合タクシー
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Q&A
今後の政策が大事町長

高橋 速円 議員

一

般

質

問

が
あ
ら
わ
れ
る
。
何
を
国
は

考
え
て
い
る
ん
だ
と
徹
底
的

に
言
お
う
と
思
う
。

高
橋

 

災
害
時
に
安
全
安

心
を
ど
う
確
保
す
る
か
、
で

は
な
い
の
か
。
そ
の
た
め
に

も
各
行
政
区
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活

用
で
把
握
す
る
意
思
は
な
い

か
。

　

い
ま
町
で
は
緊
急
時
に
は

要
介
護
支
援
の
方
々
に
は
区

長
、
民
生
委
員
、
そ
し
て
消

防
団
の
皆
さ
ん
が
駆
け
つ
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

問
題
は
そ
の
情
報
が
近
隣
に

は
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
。

区
長
や
民
生
委
員
が
直
ぐ
動

け
れ
ば
い
い
が
、
そ
れ
が
で

き
な
い
時
ど
う
す
る
か
。

　

大
事
な
こ
と
は
普
段
か
ら

話
し
相
手
が
で
き
て
、
居
場

所
が
わ
か
り
直
ぐ
逃
げ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。
ス
マ
ホ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
高
齢
者
は

使
え
な
い
と
決
め
つ
け
る
こ

と
も
違
う
。
初
動
が
肝
心
だ

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

町
長

 

一
概
に
全
町
民
に

先
進
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
も

ら
う
と
い
う
の
は
難
し
い
。

い
ろ
い
ろ
な
媒
体
を
ミ
ッ
ク

ス
し
て
使
い
分
け
る
。
き
め

細
か
く
す
る
こ
と
で
カ
バ
ー

す
る
。

高
橋

 

町
内
に
は
三
世
代

で
奮
闘
し
て
い
る
家
族
、
住

ま
い
は
別
だ
が
頑
張
っ
て
い

る
皆
さ
ん
が
１
６
２
０
世
帯

の
う
ち
262
世
帯
あ
る
。
こ
の

な
か
で
特
に
高
齢
の
方
々
が

目
に
見
え
な
い
支
え
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
皆
さ
ん
を

支
援
す
る
意
思
は
な
い
か
。

町
長

 

こ
の
皆
さ
ん
は
経

済
的
な
何
か
を
期
待
す
る
よ

り
も
一
緒
に
暮
ら
せ
る
歓
び

で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
が
大

事
だ
。

高
橋

 

所
謂
「
不
明
土

地
」
は
未
登
記
の
解
消
が
問

題
だ
が
、
課
税
基
準
未
満
の

土
地
が
191
万
平
方
メ
ー
ト
ル

余
り
も
あ
る
。
ま
た
長
期
の

相
続
未
了
土
地
も
深
刻
だ
。

放
置
さ
れ
る
と
次
の
世
代
の

街
づ
く
り
に
負
の
遺
産
に
な

る
。
注
意
喚
起
し
独
自
の
施

策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長

 

こ
れ
か
ら
の
問
題

に
つ
い
て
は
考
え
る
余
地
は

あ
ろ
う
が
、
過
去
に
関
し
て

は
独
自
に
調
査
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
。
大
変
な
労
力
が

要
る
。
個
人
に
関
わ
る
こ
と

だ
が
所
有
な
ど
で
は
ご
本
人

に
確
認
し
進
め
て
い
く
。

高
橋

 

最
近
の
想
定
を
超

え
る
災
害
を
み
る
と
第
五
次

総
合
計
画
を
順
に
待
つ
余
裕

が
な
い
の
が
各
行
政
区
内
の

現
状
だ
。
逆
読
み
し
て
安
全

安
心
の
た
め
の
施
策
が
必
要

だ
。

　

今
の
総
合
計
画
で
は
福
祉

面
に
お
い
て
２
０
２
５
年
を

か
な
り
気
に
し
て
い
る
が
、

そ
れ
を
も
う
待
て
な
い
。

　

現
状
を
ど
う
認
識
す
る
か
。

町
長

 

２
０
４
０
年
問
題

な
ど
に
つ
い
て
圏
域
別
に
捉

え
よ
う
と
す
る
こ
と
に
は
大

反
対
だ
。
実
態
を
大
胆
に
受

け
止
め
悲
観
は
し
て
い
な

い
。
出
雲
崎
は
自
然
動
態
は

マ
イ
ナ
ス
だ
が
社
会
動
態
は

プ
ラ
ス
だ
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
方
が
本
当

に
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
顔

が
見
え
る
密
着
し
た
政
策
を

進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
果

情
報
発
信
は
き
め
細
か
く

す
る

行
政
区
別
に
厳
し
い
現
状

を
み
た
認
識
は
？

三
世
代
家
族
を
応
援
す
る

意
思
は
な
い
か

独
自
の
施
策
は
無
理
だ

経
済
的
で
は
な
く
生
活
の

歓
び
だ

「
不
明
土
地
」
を
質
す

社
会
動
態
は
プ
ラ
ス
だ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を

提
案
す
る

逆読みの「行政区別人口・世帯数」
の予測と喫緊の課題について
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視 察 報 告

社
会
産
業
常
任
委
員
会
調
査
報
告

加 

藤  

修 

三

　

８
月
９
日
に
、
新
観
光
看
板
や
案
内

板
等
の
管
理
状
況
と
前
回
確
認
の
公
衆

ト
イ
レ
な
ど
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

調
査
は
、
中
永
ト
ン
ネ
ル
待
避
所
か

ら
海
と
夕
日
の
広
場
、
天
領
の
里
、
芭

蕉
公
園
等
々
の
観
光
看
板
、
公
衆
ト
イ

レ
に
つ
い
て
現
状
と
今
後
の
改
善
の
有

無
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
観
光
看
板
類
に
お
い
て
は
、

案
内
文
字
も
英
語
、
中
国
語
も
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
芭
蕉
公
園
等
の
看
板
は
、

レ
ト
ロ
調
で
目
に
つ
き
や
す
く
来
町
者

の
興
味
に
期
待
で
き
ま
す
。

　

昨
年
調
査
の
改
善
箇
所
を
重
点
に
、

「
厠
」
表
現
を
絵
ト
イ
レ
マ
ー
ク
に
、

未
照
明
ト
イ
レ
の
照
明
設
置
等
殆
ど
実

施
済
で
、
施
設
、
便
器
な
ど
全
体
が
き

れ
い
で
し
た
。
清
掃
状
況
を
明
記
し
て

更
な
る
レ
ベ
ル
UP
や
海
遊
広
場
女
性
ト

イ
レ
の
床
変
更
、
和
式
か
ら
洋
式
へ
の

変
更
、
汚
れ
防
止
対
策
な
ど
検
討
要
求

し
ま
し
た
。

　

天
領
の
里
入
り
口
の
集
水
マ
ス
蓋
の

ガ
タ
つ
き
に
よ
る
騒
音
、
飛
び
跳
ね
の

危
険
性
、
芭
蕉
公
園
他
、
石
畳
の
ガ
タ

つ
き
、
施
設
等
の
く
も
の
巣
対
策
、
街

並
み
町
有
地
の
有
効
活
用
を
要
求
し
、

心
染
み
入
る
風
景
に
観
光
客
が
感
動
す

る
為
に
も
、
美
観
、
安
全
維
持
管
理
が

必
要
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

８/９

７
・
４　
議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第

100
号
）

　
　
９　
第
６
回
全
員
協
議
会
→
詳
細
は
ｐ
７

　
　
11　
議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第

100
号
）

　
　
24　
全
議
員
研
修
会
（
前
期
）

８
・
９　
社
会
産
業
常
任
委
員
会
視
察
→
詳
細
は
ｐ
17

　
　
21　
第
７
回
全
員
協
議
会
→
詳
細
は
ｐ
７

　
　
30　
広
報
研
修
会
（
新
潟
市
）

９
・
３　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
10　
９
月
定
例
会
招
集
日
→
詳
細
は
ｐ
８
、
９

　
　
　
　
議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第

101
号
）

　
　
11　
社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
12　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
→
詳
細
は
ｐ
６

　
　
14　
９
月
定
例
会
２
日
目
（
一
般
質
問
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

→
詳
細
は
ｐ
10

　
　
18　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
９
月
定
例
会
最
終
日

　
　
　　
第
８
回
全
員
協
議
会
→
詳
細
は
ｐ
７

　
　
27　
議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第

101
号
）

議
会
の
う
ご
き
（
主
な
も
の
）
平
成
30
年
７
月
～
９
月



　
　委
員
長
　
　髙
桑
佳
子

　
　副
委
員
長
　小
黒
博
泰

　
　委
　員
　
　安
達
一
雄

　
　委
　員
　
　中
野
勝
正

　今
年
も
、
県
内
町
村
議
会
広
報
を
担
当
す

る
議
員
の
研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

他
町
村
の「
議
会
だ
よ
り
」作
成
の
工
夫
や
課

題
等
を
聞
き
、
よ
り
充
実
し
た
広
報
作
り
の

ポ
イ
ン
ト
を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

　私
た
ち
は
、皆
さ
ま
に
こ
の「
議
会
だ
よ
り
」

を
と
に
か
く
お
読
み
い
た
だ
き
、
議
会
の
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
第
一
に
考
え

て
、
毎
回
委
員
会
で
白
熱
し
た
議
論
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
す
。

　町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、「
読
ん
だ
よ
」と
感

想
や
ご
意
見
を
い
た
だ
く
と
、
本
当
に
う
れ

し
い
で
す
！
時
に
は
厳
し
い
ご
指
摘
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
全
て
が
よ

り
良
い
広
報
を

作
る
力
に
な
っ

て
参
り
ま
す
。

　ぜ
ひ
、
お
読

み
い
た
だ
い
た

ご
感
想
や
ご
意

見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
皆
さ

ま
の
お
声
を
、

次
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　（高
桑
佳
子
）

編

集

後

記

議
会
報
特
別
委
員
会

発行／新潟県出雲崎町議会　責任者／議長  仙海直樹　編集／議会報特別委員会　題字／南波秋海　印刷／北越印刷㈱
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表
紙
小
話

の

　
今
年
の
体
育
祭
は
、
開
催
日
ま
で
が
随
分

と
過
酷
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

準
備
期
間
は
連
日
の
う
だ
る
よ
う
な
猛
暑
が

続
き
、
い
ざ
開
催
と
な
る
と
、
雨
で
２
回
も

順
延
と
な
り
ま
し
た
。
平
日
開
催
で
、
残
念

な
が
ら
見
に
行
け
な
か
っ
た
保
護
者
も
多
く

お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
当
日
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
況
を
心
配
し
ま

し
た
が
、
思
い
の
外
、
良
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
驚
く
と
な
ん
と
、
前
日
は
野
球
部
の
生

徒
た
ち
が
、
当
日
の
朝
も
、
野
球
部
員
と
、

職
員
の
方
た
ち
が
、
懸
命
に
水
取
り
を
し
た

の
だ
そ
う
で
す
。

　
思
い
の
詰
ま
っ
た
体
育
祭
、
団
結
し
て
の

び
の
び
と
種
目
や
応
援
を
繰
り
広
げ
る
生
徒

た
ち
。
み
ん
な
が
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
ん
で
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
も
久
し
ぶ
り
に
玉
入
れ
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
１
回
戦
は
完
敗
し
、
ま
と

め
て
投
げ
る
こ
と
や
、
投
げ
た
ら
玉
に
ま
か

せ
て
、
入
る
か
ど
う
か
な
ん
て
見
て
い
な
い

こ
と（
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
か
ら
）な
ど
、

申
し
あ
わ
せ
た
ら
２
回
戦
は
勝
ち
ま
し
た
！

次
の
日
、
肩
が
イ
タ
カ
ッ
タ
ケ
ド‥

。
 

　
　
　
　
　
　
　
　（
髙
桑
佳
子
）

議員
  表彰
議員
  表彰

　
こ
の
度
、
20
年
表
彰
を
頂
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
振
り
返
れ
ば
、
た
だ
、
馬
齢
を

重
ね
る
の
み
で
、
何
を
し
て
い
た
の
か
、

は
な
は
だ
、
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

　
こ
の
20
年
間
、
ご
指
導
、
ご
支
持
く
だ

さ
っ
た
、
町
民
各
位
に
心
よ
り
、
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
益
々
、
精
進
を
重
ね
、
な
お
一
層
、
議

会
活
動
に
、
議
員
と
し
て
の
職
務
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
10
年
議
員
表
彰
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。
突
然
で
し
た
の
で
正
直
驚
き

ま
し
た
。
初
当
選
以
来
、
い
つ
も
町
民
と

同
じ
視
線
で
見
て
、
聞
い
て
、
そ
れ
を
議

会
に
伝
え
、
町
政
に
反
映
で
き
れ
ば
、
と

い
つ
も
提
案
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
い
ま

も
そ
れ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

残
さ
れ
た
任
期
を
精
一
杯
努
め
た
い
と
存

じ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

馬
齢
を
重
ね
る

中 

川 

正 

弘

議
員
表
彰
を
受
け
て高 

橋 
速 
円
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